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解を助ける爲に，圖の如く警くと，（1）（2）の式は△VO／R”から，（3）（4）
の式は△BRtoから容易に求められる鐸であるが，．圖から求めた二合は，　M
－180。，180。一Nの正弦も飴弦も，正負を考へなV・鋭角内の話であるが，勿論
180。を加へたり，減じたりする事に依り，一一A般の角の上の二二式を得る事が出
來る．
　扱て，上の四式を月蝕方程式に代入すると，方軒式は次の如く分解される．
　　　L2＝　［e（　一　6s　＋vt］2　一p　（cos　a（　［a，c　一as　一　y．t］］　2
　L2［cos2Q　＋sin2Q　＝［m　cos　M＋n　cos　N・t］2＋［m　sin　M＋n　sin　N・t］2
gP“　LsinQ＝msinM＋nsinN・t　・・・・・…一・・L・・・…，・・・・…一・・・・・・・・・・・・・・・・・・…（5）
　　　Lcos　Q＝＝：mcos　M・m　cos　N・t　…一…“一・・一・一・一・一・一・……一一・＋一…（6）
扱て　（5）×cos　NはLsin　Q　cos　N＝m　sin　M　cos　N＋n　sin　N　cos　N・t
　　一）（6）×sin　NはLcos　Q　sin　N＝m　co§逗sin　N＋n　ggs　N　s塾逼・t
　　　　　　　　　Lsin（Q－N）＝＝m　sin（M－N）　・・・・・・・・・・・・・…“・・…一・・・・…（7）
次に　（5）×sin　Nはし　sin　Q　sin　N　・m　sin　M　sin　N＋n　sin2　N・t
　　＋）（6）×cos　NはLcos　Q．　cos　N＝m　cos　M　cos　N＋n　cos2　N・t
　　　　　　　　　　Lcos　（Q－N）一一m　cos　（M－N）十nt　・＋…＋・・・・・・・・・・・・・・・…（8）
此れで方程式は解けたのであるから，次に此れ等の式から得られる所期の量．
を求める．但し歎値を求める場合は，常にm，nは正とする，（つY〈）
田上天文壷逼信
　七月中旬には第2ド1ム内にFaure－Brandtの振子時計を装置した，こ』れは
標準iとしてのみならす，一一・Pt：の髪飾としても，室内を賑はしてみる．三一の音
が蝕りに帯きV・ので，深夜の近隣を驚かしはせぬかと心がSりである1地下室
に叉水が漏り出したので目下修理中．七月下旬には，三伏の炎天下，第1ド1
ム内のエリソン機を．取り去って，そこへ15センチのアス1・ログラフを装置し
た．室が小さV・ので，非常な無理である．しかし，屋根の一部を切り取ったり
して，とにかく，15センチ筒と，13センチ・力茅うと，回忌と，全部を附けた
ま製，屋根の開閉が出來るやうになった．實に不思議である．あたかも，最初
から此の第1ド・1ムを此の器械の装置のために設計したのかと思はれるほど，
　　　　　　　　精密に据え付けが完了した．その代りに，堪卒に近い星や，天頂の星を見るた
めには，三四な勢苦である．何れ大東亜の新世界が開かれる時期には，しれは
第3ド1ムに牧めなければならないものである．（1943”　8一’10）
